
岡山県の森 

 

岡山県の森は、園路を挟んで北側と南側にわかれています。北側はマツ林とモモの木、南側はアカマツ・ツツジ・岩組で、対照的な 

二種類の風景が楽しめます。 

 

県の花 モモ（バラ科） 

明治の初め頃に栽培が始まり、桃太郎伝説と併せて、

岡山県の名産品として広く知られています。 

県の木 アカマツ（マツ科） 

建築用の木材として使われる他、伝統産業である

備前焼の割木としても需要があります。マツ林で

は、松茸などのキノコも採れ、価値ある森林資源

として大切にされています。 

 
 

  

N 

５m 

マツ林 

園路 

岩組 

名柱 


